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第 6 期推進委員会 取組方針(案) 
 

  米原市自治基本条例推進委員会（以下、｢委員会｣）として、平成 19年度に第１期の委員会が開

催されて以降、５期 10 年の中で、幅広い意見・提言を頂くことができました。 

一方でこの10年間には、地方分権の推進や、急速な少子高齢化、高度情報化社会の進展など

といった様々な社会経済環境が変化しています。 

このことから、今期委員会では、今後も社会情勢に合わせつつも、自治基本条例の理念に沿っ

たまちづくりが推進できるよう、過去の意見内容も確認しながら、現在の運営状況を検証評価し

ていきたいと考えています。 

検証評価の方法 

  

  本市では、中長期的な展望に立ち、市民等との協働によるまちづくりを進めるための指針とし

て第２次米原市総合計画（以下、総合計画）を策定しています。 

この総合計画は、平成 29 年度から今後 10 年間に渡る本市の取組を、６つの基本目標（政策）

に分けて示している計画で、｢米原市における最高規範｣である自治基本条例の理念の下に作ら

れた｢本市まちづくりの最上位計画｣となっています。 

今期の委員会では、この総合計画に示されている６つの政策分野の取組を示しながら、意見交

換を行います。なお、複数の分野にまたがる意見もその都度頂きたいと考えています。 

検証評価を行うため際の視点 

 

  各分野の取組が自治基本条例の理念に沿って進められているかどうかの指摘や、より一層協働

を進めるためのアイデア・意見を発していただくことで、自治基本条例の５原則のひとつ｢役割分

担および協働｣を具体化し、この総合計画の推進に役立てたいと考えています。 

 

  第６期の市民委員は、様々な分野のまちづくりと密接した活動に日々取り組まれており、行政と

の接点もお持ちの方ばかりです。 

まちづくりの主役である市民委員のみなさんから、分野に留まらない客観的で具体的な指摘や

改善意見や、日々の生活等での経験等を踏まえた意見を発していただくことで、社会情勢に合わ

せた検討課題として認識していきたいと考えています。 

 

資料２ 

理念を守り育てる 分野毎での意見交換 

市民目線の意見 

協働を進めるための意見 
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委員会開催スケジュール（予定） 

 第１回 平成 30年２月９日（金） 

・委員就任、条例説明、委員会趣旨説明 

・過去の意見・提言、制度化した取組など 

  第２回 平成 30年５月頃 

・政策分野ごとの取組を示して意見交換 

  第３回 平成 30年６月頃  

・意見書として内容を確定  

→市長へ提案 

  第４回 平成 31年５月頃  

・未定（開催経過を踏まえ、内容を調整） 

第２次米原市総合計画(米原市の最上位計画) 

自治基本条例 

(米原市の最高規範) 

各分野別計画 

自治基本条例 

推進委員会 

●分野毎の協働推進の意見 

●市民目線の意見 

協働のまちづくりを 

具体的に推進する意見 

 

 

各分野別計画 

○推進委員会の役割・目的を認識 

○これまでの意見内容、取組を把握 

○全体および分野ごとの意見交換 

○意見書（案）の作成 

○意見書の完成 


